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暮らしに活かそう
循環のしくみと活動

特集　地域再発見シリーズ②

暮らしに活かそう
循環のしくみと活動

ちょうど60回を数える本大会は、5月18日
に佐比内で開催されました。第22回大会から
町で行われている伝統のロードレース。県内一
般の部を制したのは、紫波総合高校出身の日本
大学４年生漆澤均さん（写真下）。ジュニア１部
優勝は、紫波総合高校３年生藤原遥さん。
女子の部優勝は、紫波総合高校３年生
久保浩子さんと町出身者の活躍が
目立ちました。

岩手日報杯
県自転車ロードレース大会
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暮らしに活かそう
循環のしくみと活動

知ろう・話そう・行動しよう
世代を超えて地域とともに

　町は、紫波の環境を百年後の子どもたちによりよい姿で残し伝えるた
め『新世紀未来宣言』を平成12年6月に発表し『循環型まちづくり紫波』
を合言葉に、有機・無機・森林資源の循環や環境学習、交流の推進など
環境重視社会を築くために、さまざまな取り組みを進めてきました。今
ある紫波の環境を保全・創造し、次の世代に引き継ぐための、取り組み
の中から『集団資源回収』を紹介します。

地域

再発見
シリーズ ❷
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ご
み
の
減
量
化
で
大
切
な
こ

と
は
「
不
要
な
も
の
を
買
わ
な

い
、使
わ
な
い
」
が
第
一
で
す
が
、

人
間
が
生
活
す
る
上
で
は
、
あ

る
程
度
の
ご
み
は
ど
う
し
て
も

発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し

ま
っ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
、
資
源

と
し
て
社
会
的
に
再
利
用
で
き

る
形
で
処
理
す
る
と
無
駄
が
減

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
手
法
が

集
団
資
源
回
収
で
す
。

　

現
在
町
内
で
は
、
子
ど
も
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
な
ど
の

九
十
一
団
体
が
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
実
施
団
体
と
し
て
町
に

登
録
し
て
お
り
、
空
き
缶
、
空

き
び
ん
、
新
聞
紙
な
ど
の
資
源

を
自
主
的
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

町
全
体
の
集
団
資
源
回
収
の

実
績
は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
十
九
年
度
で
九
百
十
七
㌧

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
回

収
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

資
源
と
な
る
ご
み
は
集
積
所

に
出
す
の
を
や
め
、
で
き
る
だ

け
集
団
資
源
回
収
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

集団回収の効果
１ 町財政の負担が軽減。
　 （平成19年度は約1,480万円の軽減）
２ 自主的に活動を行うことで、一人

一人のリサイクル意識が向上
３ 団体内で役割分担し、協力して

資源回収することでコミュニケー
ションが深まる

４ 回収日や回収品目、回収場所など
地域の実情に合わせた活動が可能

５ 回収品目によっては、資源の売却
代金が得られる。また、資源の回
収量に応じて町から団体に補助金
が支給される（昨年最も多い団体
は30万円以上）

６ 資源の節約、地球温暖化防止など
の地球環境保全に貢献

集
団
資
源
回
収
に
取
り
組
も
う
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地区別集団資源回収実績

資源物を保管庫に運ぶ古館第二白寿会の会員

赤石の子ども会は、環境課から
借りたリヤカーで回収
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私
た
ち
は
毎
日
、大
量
生
産
、

大
量
消
費
と
い
う
経
済
の
循
環

の
中
で
、
実
に
多
く
の
物
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
生
活
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
々
の
生
活

に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が

排
出
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
ご
み
処
理
場
で
処
理

さ
れ
る
町
内
の
家
庭
ご
み
は
、

六
千
七
百
八
十
七
㌧
（
平
成

十
九
年
度
）で
、二
十
五
㍍
プ
ー

ル
に
換
算
し
て
約
四
十
六
杯
分

（
プ
ー
ル
容
積
四
百
九
十
立
方

㍍
、
ご
み
の
比
重
〇
・
三
㌧
／

立
方
㍍
と
し
て
算
出
）
に
も
な

り
ま
す
。

　

町
の
ご
み
の
排
出
量
は
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま

で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
十
九
年
度
に
は
前
年
度
対

比
で
五
百
二
十
㌧
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
ご
み
の
減
量
化
に

取
り
組
ん
だ
結
果
や
町
内
会
な

ど
に
よ
っ
て
集
団
回
収
さ
れ
た

こ
と
が
、
大
き
な
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

町
で
ご
み
処
理
に
要
す
る
年

間
経
費
は
、
十
九
年
度
で
約

四
億
四
千
万
円
（
小
学
校
一
棟

の
建
設
費
に
相
当
す
る
金
額
で

す
。）
と
な
っ
て
お
り
、
人
口

一
人
当
た
り
に
す
る
と
年
間
で

約
一
万
三
千
円
の
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
九
年
度
の
ご
み
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
増
え

続
け
る
と
す
れ
ば
、
当
然
ご
み

処
理
に
要
す
る
経
費
も
増
加

し
、
町
財
政
に
占
め
る
ご
み
処

理
経
費
の
割
合
が
増
え
る
結
果

と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。　

家
庭
ご
み
の
現
状
は

その他
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町民・県民１人当たりの家庭ごみの排出量（年間）

回収された大量の資源物（上）資源物は種類別に
整頓（中）日詰５区の資源物保管庫（下）
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　平成16年４月に紫波町環
境衛生組合連合会の役員を引
き受けたのですが「衛生組合
の存在意義を示していかなけ
れば」という使命感を覚え、
先輩衛生区長に相談して日詰
地区環境衛生組合を設立しま
した。
　活動としては、16年度から

始まった「その他紙製容器包装」と「その他プラス
チック製容器包装」の分別収集について、地域の
皆さんに正しく理解してもらうための説明会や勉強
会を開きました。ごみを減らすには、分別できるご
みを資源として回収することが基本だと思っていま
す。家庭から出るごみを分別して資源回収に回すこ
とです。資源回収して焼却するごみが減ると、町の
ごみ処理経費を削減することができます。このため、
町もごみの減量化に力を入れており、資源物保管
施設を設置する団体に対して、費用の一部を補助し
ています。この補助制度の積極的な活用を呼びか
けたところ、行動を起こせずにいた地区の代表たち
に、設置を検討するきっかけを与え、現在では日詰
の約８割の行政区で設置されるまでに至りました。
　資源回収にはもう一つ利点があります。業者への
売却で得た収入のほかに、町から資源リサイクル運
動奨励補助金が出ることです。この補助金は紙、
繊維、金属であれば１kg５円、ビンは１本２円の収
入になります。これらの収入は、実績に基づいて回
収団体の収入になり、子ども会などの活動単位に
公正に還元しています。
　こうした収入があるので、住民一人ひとりの関心
も高まり、平成１９年度の回収量は５年前の３倍で
初めて町のトップになりました。受領した補助金額
も平成１７年度から３年連続で町のトップです。
　わたしは「まずは行動すること。資源は商品」と
いう気持ちで日々活動をしています。より多くの人が
「ごみ減量」に関心を持ってくださることを願いなが
ら、これからも活動して参ります。

藤本 春治さん

I n t e r v i e w

◆申込　環境課 生活環境室　☎672-2111　内線1541 〜 1543 

　

町
は
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
実
施
団
体
と
し
て
登
録
し
活

動
す
る
団
体
に
、
次
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

奨
励
補
助
金

 

回
収
し
た
資
源
の
量
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
紙
、
繊
維
、
金
属

　
　
　

…
５
円
／
１
kg

○
び
ん
…
２
円
／
１
本

資
源
物
保
管
施
設

設
置
補
助
金

　

回
収
し
た
資
源
を
回
収
業
者

に
引
き
渡
す
ま
で
の
間
、
一
時

的
に
保
管
す
る
た
め
の
保
管
庫

の
建
設
費
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

○
設
置
費
用
の
２
分
の
１

（
８
万
円
限
度
）

　

三
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
に
も
あ

る
よ
う
に
、
資
源
物
保
管
庫
を

設
置
し
、
利
用
者
が
常
時
資
源

を
持
ち
込
め
る
体
制
を
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
資
源
の
回
収

量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
お
住

ま
い
の
地
域
で
資
源
物
保
管
庫

の
設
置
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
、
こ
の
機
会
に
検
討
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
が
支
援
し
ま
す

　資源回収実施の手順
集団資源回収の参加希望者を地域内で募集1
ご近所や仲間など身近なとこらから始めましょう。
※同じ地域で、既に取り組んでいる団体がある場合は、事前に
調整をしてください。

「排出場所」「回収対象品目」などをみんなで決定2
※排出場所については、町の補助金を活用し、保管庫の設置を
検討しましょう。

回収事業者の決定3

町に団体登録4

資貯まった資源を回収事業者に引き渡し5

町に補助金を申請（１年間の回収量をとりまとめる）6

　資源回収実施の手順
集団資源回収の参加希望者を
地域内で募集

1

ご近所や仲間など身近なところから
始めましょう。
※同じ地域で、既に取り組んでいる団
体がある場合は、事前に調整をして
ください。

2

※排出場所については、町の補助金を活
用し、保管庫の設置を検討しましょう。

回収事業者の決定3

町に団体登録4

貯まった資源を
回収事業者に引き渡し5

町に補助金を申請
（１年間の回収量をとりまとめる）6

「排出場所」「回収対象品目」
などをみんなで決定



整備後

整備前

「紫波町
 　　　　　　　 」始動！レジ袋減らし隊

は
ん
こ
く
だ
さ
い

使
わ
な
い
か
ら

レ
ジ
袋

　「循環型まちづくり」を進
める町は全国的に注目されて
おり、国内はもとより海外か
らも視察団が訪れています。
そこで、今月から視察に訪れ
た団体を紹介します。

岐阜県可児市議会 １０人
福井県勝山市議会 ８人
青森県議会議員ほか ２０人

視察団の皆さん

視察訪問視察訪問視
紹 介

４・５
月

�

No!

◆運動期間
　平成20年7月1日～
   平成21年３月31日

◆運動内容
　町内のお店でレジ袋を断り、スタンプカードにはん

こを押してもらいます。（各店のポイントカードも同
時に利用可能）スタンプカードは下に印刷されてい
るものを切り取って使用。ポスターのあるお店や役
場庁舎案内にも置いています。

◆協 力 店
　エコ・ショップしわ（ナックス、ロッキー紫波店、

マックスバリュ紫波店、Aコープ志和店、紫あ波せ
本舗）、紫波町商工会加盟店、町内産直各店、ラ・
フランス温泉館、レストラン果里ん亭ほか、ポスター
のあるお店

はんこが20個たまったら
○ラ・フランス温泉館の入浴券か図書カード500円

分が抽選で当たる！カードに住所、氏名、電話番
号を記入の上、希望賞品を選んでポスターのある
お店に備え付けの応募箱に投函！応募の締め切り
は9月末、12月末、3月末の計3回。締め切りご
とに抽選を行います。（当選者の発表は賞品の発
送をもって代えさせていただきます）

○ラ・フランス温泉館またはレストラン果里ん亭で
のお食事にカードと引き換えでソフトドリンクを１
杯サービス。（さらに！入浴券か図書カードが当
たる抽選にも自動的に応募されます）

図書カード・温泉入浴券を
当てちゃおう！

このカードを
切り取って

お使いください

　

町
内
で
使
用
さ
れ
る
レ
ジ
袋
は
一
年
間
に
六
百
万

枚
。
一
世
帯
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
六
百
枚
に
も

上
り
ま
す
。　

　

レ
ジ
袋
は
、使
用
後
に
ご
み
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

製
造
・
廃
棄
さ
れ
る
過
程
で
CO2
が
排
出
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
紫
波
の
環
境
を
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
よ
い
姿
で
残
し
伝
え
る
」
た
め
、
町
は
レ
ジ
袋
の

使
用
を
減
ら
す
運
動
「
紫
波
町
レ
ジ
袋
減
ら
し
隊
」

を
展
開
し
ま
す
。

　
「
紫
波
町
レ
ジ
袋
減
ら
し
隊
」
に
参
加
す
る
に
は
、

買
い
物
を
し
た
と
き
に
レ
ジ
袋
を
断
り
、
下
の
カ
ー

ド
に
は
ん
こ
を
付
い
て
も
ら
う
だ
け
。
誰
で
も
簡
単

に
参
加
で
き
る
の
で
、
さ
っ
そ
く
下
の
カ
ー
ド
を
切

り
取
っ
て
、
地
球
の
た
め
に
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



整備後

整備前

「紫波町
 　　　　　　　 」始動！レジ袋減らし隊

は
ん
こ
く
だ
さ
い

使
わ
な
い
か
ら

レ
ジ
袋

　「循環型まちづくり」を進
める町は全国的に注目されて
おり、国内はもとより海外か
らも視察団が訪れています。
そこで、今月から視察に訪れ
た団体を紹介します。

岐阜県可児市議会 １０人
福井県勝山市議会 ８人
青森県議会議員ほか ２０人

視察団の皆さん

視察訪問視察訪問視
紹 介

４・５
月

� 6月号

材料分

石　油

14gが必要
14gの石油で60Wの電球を
1時間もつけられます

エネルギー分エネルギー分

7g

7g7g

＋ =

レジ袋は石油のかたまり
レジ袋は石油からできています。
1枚7gのレジ袋をつくるには…。

ごみ分別、資源回収、地球環境保全などの話題に約60人が耳を傾けた

　

六
月
七
日
に
町
と
紫
波
町
ご
み
減
量
女
性
会

議
は
、
ご
み
問
題
に
つ
い
て
公
開
で
話
し
合
う

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
紫
波
町
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
副
委

員
長
の
佐
藤
雄
一
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
町
内
の
環
境
関
連
団
体
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
ご
み
の
分
別
や
資
源
回
収
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
討
議
。
こ
れ
ま
で
単
独
で
活
動
し

て
い
た
各
団
体
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
好
機

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
環
境
関
連
団
体
＝
紫
波
町
環
境
衛
生

組
合
連
合
会
、
紫
波
町
ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
協

議
会
、
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
紫
波
、
N
P
O
法
人
紫

波
み
ら
い
研
究
所
、
紫
波
町
ご
み
減
量
女
性
会
議

環 境 関 連 団 体 に よ る
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 開 催

　レジ袋を１枚作るために石油が14ｇ使われます。これは60Wの電
球を１時間点灯する量と同じです。また、レジ袋の製造から廃棄ま
でに排出されるCO2の量は60ｇ。「レジ袋減らし隊」の目標は、期
間中に３万枚のレジ袋を減らすことなので、達成すると1.8t のCO2

の排出を削減できます。

　レジ袋使用の削減をはじめとしたごみの減
量化運動を推進する町民の集いです。
　どなたでも参加できますので、お誘いあわ
せてお出かけください。

レジ袋減らそう！！ 町民の集い
みなさん

どんどん参加して！
◆日　時　７月25日（金）　午後１時30分～４時
◆会　場　紫波総合高等学校　大講義室
◆参加費　無料（申込不要）
◆内　容
　・レジ袋減らし隊の活動紹介
　・紫波総合高校吹奏楽部による演奏と同校農場生産加工品の
　　販売
　・講演「 地球と友達になろう  ～循環型社会を目指して～ 」
　　　　　 講師　生活環境評論家　松田美夜子氏

お車でお出かけの人へ
会場には駐車できませんので、紫波中央駅
前の駐車場をご利用ください。駅から会場
までシャトルバスを運行します。

ご
存
じ
で
す
か
？



�

　県は、森林の持つ公益的機能の維持・増
進を図るため、 自分で森林整備ができない
森林所有者に代わり、全額費用を負担し森
林整備（間伐）を行います。
　森林は、地球温暖化防止機能・水源のか
ん養機能・県土の保全機能・保健休養機能・
生物多様性保全機能などさまざまな働きを
持っており、私たちの生活に密接にかかわっ
ています。しかし、林業経営が厳しさを増
す中で、私たちの生活への悪影響が懸念さ
れる状況となっています。

　

私
は
十
六
㌶
の
山
林
を
共
有
し
て
お
り
、
松
食
い
虫
の
被
害

や
手
入
れ
な
ど
の
管
理
に
頭
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
林

道
管
理
者
と
し
て
山
に
入
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
も
と

も
と
山
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
林
道
を
通
る
と
い
つ
も

荒
れ
て
光
の
届
か
な
い
薄
暗
い
光
景
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
木
材
を
売
っ
た
と
こ
ろ
で
収
入
は
少
な
く
、
お
金
を

か
け
て
ま
で
管
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
が
し
ば
ら
く
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

新
聞
で
森
林
税
の
記
事
を
見
つ
け
た

の
で
す
。
さ
っ
そ
く
役
場
農
林
課
に

問
い
合
わ
せ
、
地
方
振
興
局
に
連
絡

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
を
聞

く
と
、
負
担
金
な
ど
は
全
く
な
く
、

現
地
を
何
度
か
立
ち
会
う
程
度
と
い

う
こ
と
で
す
ぐ
に
決
断
し
、
間
伐
作
業
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
３
度
ほ
ど
現
地
に
立
ち
会
い
、
３
カ
月
ほ
ど
で
作

業
は
終
わ
り
ま
し
た
。
間
伐
後
は
日
差
し
が
差
し
込
み
、
以
前

と
は
見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
き
れ
い
に

す
る
と
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
ね
。
今
で
は
そ
の
景
色
を
楽

し
む
た
め
だ
け
に
山
に
足
を
運
ぶ
ほ
ど
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ

の
制
度
は
と
て
も
有
り
難
い
も
の
で
し
た
。
せ
っ
か
く
無
料
で

間
伐
し
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
こ
の
制
度
を
利
用

し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
。
間
伐
す
る

こ
と
で
、
残
し
た
木
は
太
く
生
長
す
る
そ
う
で

す
し
、
山
林
を
美
し
く
保
つ
こ
と
は
自
然
を
豊

か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
間
伐
は

自
分
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
に
も
役
立
つ
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
よ
。

森
田　

肇
さ
ん

 I
n

t
e

r
v

ie
w

「
い
わ
て
環
境
の
森
整
備
事
業
」で

森
林
を
元
気
に

し
ま
せ
ん
か

い
わ
て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税



� 6月号

 

採
択
基
準
は

（
１
）
杉
ほ
か
の
針
葉
樹
人
工
林

（
２
）
原
則
十
六
年
生
か
ら
四
十
五
年
生

（
３
）
原
則
一
㌶
以
上
の
団
地
で

　
　

 

一
施
行
地
〇
・
三
㌶
以
上
。

 

実
施
す
る
森
林
整
備
の
内
容
は

・
植
栽
木
に
つ
い
て
は
、
本
数
率
で
概
ね

50
％
（
40
～
60
％
）
の
間
伐
に
よ
り
混

交
林
誘
導
伐
を
行
い
ま
す
。

・
間
伐
木
に
つ
い
て
は
、
土
留
め
柵
な
ど

に
利
用
し
、
残
木
は
対
象
森
林
の
区
域

に
集
積
し
ま
す
が
、
森
林
所
有
者
が
利

用
し
た
い
場
合
に
は
、
自
ら
の
負
担
に

よ
り
搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
経
費
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
間
伐
木
は
、
森
林
所
有
者
が
自
由
に
利

用
で
き
ま
す
。

 

条
件
は

（
１
）
森
林
所
有
者
と
県
、
事
業
者
の
三

者
が
協
定
を
行
い
、
協
定
期
間
は

二
十
年
で
す
。

（
２
）
協
定
の
期
間
中
は
、
皆
伐
（
立
木

を
全
て
伐
採
す
る
こ
と
）
や
開
発

な
ど
で
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
３
）
必
要
に
応
じ
、
学
習
の
場
と
し
て

の
使
用
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
他
は

・
実
施
後
に
森
林
保
険
に
加
入
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
」

は
、
協
定
締
結
年
度
も
含
み
、
い
わ
て

環
境
の
森
整
備
事
業
実
施
年
度
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

 

実
施
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
「
地
域
提
案
型
」

に
よ
り
間
伐
に
精
通
し
て
い
る
林
業
事
業

体
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
林
業
事
業
体
と
は
〉

　

現
在
、
盛
岡
地
方
振
興
局
管
内
に

お
い
て
岩
手
県
入
札
参
加
登
録
し
て

い
る
事
業
体
が
三
十
あ
り
ま
す
。「
地

域
提
案
型
」
と
は
独
自
に
事
業
主
体

と
な
っ
て
県
へ
の
申
請
処
理
を
進

め
、
承
認
を
受
け
た
後
に
間
伐
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
森
林
所
有
者

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

 

実
施
を
希
望
さ
れ
る
人
は

　

ま
ず
は
役
場
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

間
伐
が
ス
ム
ー
ズ
に
ま
と
ま
り
や
す
い
よ

う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ

　

農
林
課　

☎
（
６
７
２
）
２
１
１
１

　

内
線　

３
３
３
２

遅れていた間伐を行うことにより、森林内に光が射し、
健全な森林に生まれ変わりました。概ね本数で５割の
間伐を実施しました。

町では２カ年で約 122 ㌶が実施されています。

0 20 40 60 80 100

19年度

18年度

0 20 40 60 80 100

19年度

18年度

0 20 40 60 80 100

19年度

18年度

0 20 40 60 80 100

19年度

18年度

目標面積 1,500 ㌶（県全体）
県全体の計画確保「達成率」

町内の計画確保「面積」

約49％（面積753㌶）

約95％（面積1,426㌶）

36.74 ㌶

84.55 ㌶

○志和地区内 12.75 ㌶
○赤沢地区内 23.99 ㌶

○山屋、赤沢、元沢、紫野、東長岡、正分沢木戸、北沢地区内 66.17㌶
○上松本、大明神、中ノ沢地区内 18.38㌶　

内訳

内訳

森林整備事業　計画確保の状況

（％）

（㌶）

このままでは、水源かん養などの公益的な
機能が損なわれるほか、大雪や台風などで
大きな被害を受けるおそれがあります。

整備後

整備前
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紫
波
町
消
防
演
習
が
運
動
公
園
河
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

六
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
雨
は
朝
ま

で
に
上
が
り
、
消
防
団
員
五
百
二
十
五
人
、
婦
人
消
防

協
力
隊
員
二
百
二
十
人
、
紫
波
消
防
署
員
三
十
二
人
、

総
勢
七
百
七
十
七
人
が
、
積
み
重
ね
た
訓
練
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
紫
波
総
合
高
校
の
生
徒
十
二
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
受
付
や
表
彰
式
、
来
賓
へ

の
接
遇
な
ど
を
担
当
。
初
め
て
訓
練
に
も
参
加
し
、
消

防
署
員
に
協
力
し
な
が
ら
負
傷
者
を
担
架
に
乗
せ
、
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
す
る
ま
で
を
実
演
し
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
比
内
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
金
山
太
鼓

と
、
あ
づ
ま
幼
稚
園
と
赤
石
幼
稚
園
の
児
童
に
よ
る
特

別
演
技
は
訪
れ
た
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

講
評
官
は
岩
手
県
消
防
学
校
の
阿
部
一
哉
校
長
が
務

め
、
演
習
の
出
来
栄
え
を
「
極
め
て
優
秀
」
と
評
価
し

褒
め
た
た
え
ま
し
た
。
団
員
た
ち
の
き
び
き
び
し
た
動

き
に
、
見
物
に
訪
れ
た
人
た
ち
も
、
と
て
も
頼
も
し
く

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
前
日
ま
で
の
訓
練
、
そ
し
て
当
日
も
早
朝

か
ら
長
時
間
に
渡
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

みんなの安心を
　　　支える雄姿

S h i w a  F i r e  f i g h t i n g  g r o u p

❶

❷❸❹❻

❼

❺
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　「堀の井」で知られる高橋酒造店を営む髙橋
久さん（片寄地区82歳）は、長年、消防団員や統計
調査員としてご活躍されたことが認められ、平成
20年春の叙勲で瑞宝単光章を受章されました。
　髙橋さんは、終戦後の昭和21年に志和村警
防団に入団以来、37年間を地域の安全安心の
ために尽力されました。また、昭和40年から11
年間、統計調査員として各種統計調査にも携わ
れ、町政発展に大きく貢献されました。
　昭和30年ごろまでは、自動車運転免許を持
つ消防団員が希少なため専ら運転業務を担当

「当時のポンプ車は車幅が広くて冬道は大変で
した」と語る髙橋さん。昭和46年に雫石で起き
た飛行機事故の処理を手伝いに行ったことは今
でも鮮明に覚えているそうです。
　分団長になられてからは、消防操法競技会
で優秀な成績を残す常連の分団に成長させまし
た。ラッパ隊の人員確保にも精力的に協力され
たと伺っています。「操法競技会は若い団員が
頑張ってくれたおかげでした」と当時を振り返り

「今日あることは、先輩、同僚、後輩、協力隊
など、皆様のご支援があってのことです。大変
感謝しております」と語っていました。皇居での
授与式には夫人同伴が慣例、妻のミチさんも参
列されたそうです。現役で活躍する消防団員や
統計調査員の励みとなる名誉ある受賞、おめで
とうございます。

●
昭
和
十
九
年
三
月 

盛
岡
農
林
専
門
学
校（
現
岩
手
大
学
農
学
部
）卒

●
昭
和
二
十
一
年
九
月 

志
和
村
警
防
団
入
団
（
昭
和
二
十
二
年
四
月 

志
和
村
消
防
団
に
改
称
、
昭
和
三
十
年
四
月 

紫
波
町
消
防
団
に
改
称
）

●
昭
和
四
十
二
年
四
月 

同
部
長 

●
昭
和
五
十
年
四
月 

同
副
分
団
長

●
昭
和
五
十
四
年
四
月 

同
分
団
長 

●
昭
和
五
十
八
年
三
月 

退
団

平成20年春の叙勲
消防団員37年、統計調査員11年

髙橋 久さん

地域と共に歩んだ　　
　　 消防人生に勲章
瑞宝単光章

❶負傷者を救出し、防災ヘリコプターで搬送する訓練には紫波総合高校の生徒も参加
❷統監として壇上に立つ藤原町長
❸独奏による訓練開始ラッパ
❹ボランティアスタッフとして活躍した紫波総合高校の生徒たち
❺婦人消防協力隊による応急手当訓練
❻婦人消防協力隊の一糸乱れぬ小隊訓練
❼敬礼を交わすまなざしにも緊張感がみなぎる
❽佐比内小学校の児童による金山太鼓の特別演技
❾大勢の家族が見守る中、かわいらしい特別演技を披露した幼稚園児たち
❿正確さと機敏さを要求されるポンプ操法
⓫消防団長を先頭に、総勢777人による分列行進
⓬消防車両全34台による一斉放水は見事

❽❾

❿

⓫

⓬



1�

　

紫
波
町
平
泉
関
連
史
跡
連
携
協
議
会

（
横
沢
大
造
会
長
）
は
、
町
と
平
泉
の
歴

史
的
か
か
わ
り
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
二
万
部
作
成
し
ま
し
た
。
県
内
外
の

観
光
案
内
所
な
ど
に
配
布
予
定
で
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
B
４
サ
イ
ズ
の
カ

ラ
ー
両
面
刷
り
で
「
紫
波
歴
史
浪
漫
」
と

題
し
、
絵
図
や
写
真
、
系
図
な
ど
を
盛

り
込
み
な
が
ら
、
奥
州
藤
原
氏
と
の
か
か

わ
り
を
伝
承
も
交
え
て
詳
し
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://s-hiraizum
i.com

/

）

5/9

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

町
の
平
泉
関
連
史
跡
を
紹
介

　
水
分
小
学
校
（
川
村
久
子
校
長
）
は
、

全
校
児
童
百
一
人
に
よ
る
二
十
九
年
目
の

伝
統
あ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

家
族
な
ど
が
沿
道
で
見
守
る
中
、
同
小

学
校
か
ら
Ｊ
A
水
分
出
張
所
前
ま
で
の

約
六
百
㍍
を
鼓
笛
隊
が
演
奏
す
る
校
歌

に
合
わ
せ
て
行
進
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
A
水
分
出
張
所
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
六
年
生
谷
地
舘
夢
唯
さ
ん
は

自
動
車
事
故
を
目
撃
し
た
体
験
談
を
発

表
。
続
い
て
六
年
生
立
花
弥
伎
さ
ん
が

交
通
安
全
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

紫
波
第
三
中
学
校
（
畠
山
秀
一
郎
校

長
）
は
、
上
松
本
洋
ナ
シ
生
産
組
合
の

約
八
㌶
の
畑
で
、
全
校
生
徒
百
六
十
五

人
に
よ
り
、
洋
ナ
シ
の
受
粉
作
業
を
奉

仕
し
ま
し
た
。

　

受
粉
し
た
洋
ナ
シ
は
バ
ー
ト
レ
ッ
ト

と
レ
ッ
ド
バ
ー
ト
の
二
種
類
。
二
十
六
年

目
と
な
る
今
年
は
、
例
年
よ
り
一
週
間
ほ

ど
早
い
開
花
と
な
り
、
生
徒
た
ち
は
照
り

つ
け
る
日
差
し
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
花

粉
を
付
け
た
点
棒
で
、
白
い
花
を
ピ
ン
ク

色
に
染
め
て
い
ま
し
た
。

　
平
泉
町
で
行
わ
れ
た
春
の
藤
原
ま
つ

り
「
源
義
経
公
東
下
り
行
列
」
に
水
分

地
区
の
須
川
勘
十
郎
さ
ん
が
藤
原
泰
衡

役
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
須
川
さ
ん
は
、
陣
ヶ
岡
蜂
神
社
責
任

役
員
総
代
長
と
し
て
、
中
尊
寺
や
平
泉

観
光
協
会
な
ど
と
か
ね
て
か
ら
親
交
が

あ
り
抜
て
き
さ
れ
ま
し
た
。「
平
成
十
三

年
に
も
有
利
八
郎
役
と
し
て
参
加
し
て

お
り
今
回
が
二
回
目
で
す
。
大
変
名
誉

な
こ
と
で
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

5/2

温
泉
通
り
走
る
車
に
安
全
訴
え

水
分
小
が
伝
統
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

5/2

紫
波
三
中
、
春
の
風
物
詩

洋
ナ
シ
の
受
粉
作
業
を
奉
仕

5/3

平
泉
・
東
下
り
行
列
に

水
分
の
須
川
さ
ん
が
泰
衡
役

完成したパンフレットとホームページ

青空の下、息の合った演奏で行進する水分小児童専用の点棒を使っての受粉作業

泰衡役で馬にまたがり練り歩く須川さん



1� 6月号

　
片
寄
小
学
校
（
千
田
千
恵
子
校
長
）
の

全
校
児
童
八
十
三
人
は
、
同
校
所
有
の
水

田
約
十
㌃
で
、
体
験
活
動
と
し
て
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
植
え
ら
れ
た
苗
は
、

地
元
の
越
田
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
寄
贈
し

た
ヒ
メ
ノ
モ
チ
。
秋
に
は
学
習
発
表
会

後
の
収
穫
祭
で
、
地
元
の
人
た
ち
に
も

ち
ま
き
を
す
る
予
定
で
す
。

　
初
め
て
素
足
で
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
一

年
生
は
「
冷
た
い
」
と
歓
声
を
上
げ
、
時

折
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
に
ぎ
や
か

に
田
植
え
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　
船
久
保
赤
沢
川
を
守
る
会
（
熊
下
文

雄
会
長
）
は
、
赤
沢
児
童
館
の
児
童

二
十
三
人
と
一
緒
に
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚

と
成
魚
約
千
匹
を
同
児
童
館
の
近
く
を

流
れ
る
赤
沢
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
放
流
事
業
は
、
み
ん
な
で
釣
り

を
楽
し
め
る
よ
う
な
き
れ
い
な
川
を
保

つ
た
め
、
紫
波
採
石
有
限
会
社
の
協
力

で
稚
魚
を
準
備
し
、
平
成
六
年
か
ら
隔

年
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
長
組
の
藤

田
孝
介
く
ん
は
「
小
さ
く
て
か
わ
い

か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

船
久
保
の
工
藤
ソ
ノ
さ
ん
は
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
自
宅
で
親
族
な
ど
約

二
十
人
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
、
明
治
四
十
一
年
赤
沢

地
区
に
三
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
生
ま

れ
、
夫
は
十
四
年
前
に
八
十
八
歳
で
他

界
。農
業
を
営
み
七
人
の
子
ど
も
を
育
て
、

現
在
は
長
男
の
妻
と
二
人
暮
ら
し
。
十
四

人
の
孫
と
七
人
の
ひ
孫
が
い
ま
す
。
食
事

は
野
菜
が
中
心
で
サ
イ
ダ
ー
が
大
好
き
。

「
週
三
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
楽
し
み
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。　

5/12

片
寄
小
の
学
校
田
で
は

田
植
え
体
験
20
周
年

5/19

赤
沢
川
を
守
る
会
と
赤
沢
児
童
館

「
大
き
く
な
あ
れ
」
と
ヤ
マ
メ
放
流

5/28

赤
沢
地
区
の
工
藤
ソ
ノ
さ
ん

１
０
０
回
目
の
誕
生
日

　
中
央
保
育
所
（
堀
内
憲
一
所
長
）
は
、

自
分
た
ち
で
摘
ん
だ
ヨ
モ
ギ
を
使
っ
た

も
ち
つ
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
五
歳
児
の
保
育
参
観

日
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
。
近
く
の

城
山
公
園
か
ら
、
事
前
に
児
童
た
ち
が

自
分
た
ち
の
手
で
摘
ん
で
き
た
ヨ
モ
ギ

を
使
用
し
ま
し
た
。

　
家
族
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
み

ん
な
で
つ
い
た
お
も
ち
は
、
き
な
粉
や

あ
ん
で
味
付
け
し
、
お
昼
に
家
族
と
一

緒
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

5/9

自
分
で
摘
ん
だ
ヨ
モ
ギ
を
使
っ
て

中
央
保
育
所
で
も
ち
つ
き
体
験

泥の感触に思わず笑顔がこぼれます

強い日差しの中、魚に声をかけて放流する児童たちお祝いに訪れた町長にしっかりとした口調の工藤さん

児童たちにとってもちつきは初めての体験



広
告
掲
載

ス
タ
ー
ト

広
告
掲
載

ス
タ
ー
ト
町の広報紙「しわネット」は、
企業や商店などの活性化
と紙面充実のため、７月
号（７月９日発行）から、
広告の掲載を始めます。
（全14枠）

 １カ月 10,000円

 ３カ月 29,000円

 ６カ月 56,000円

 12カ月  108,000円

1枠

◆申込・問合せ
　企画課　情報政策室　☎672-2111　内線3232
　　  joho@town.shiwa.iwate.jp

広告主を募集
広報紙しわネットに広告を掲載する企業や商
店を募集します。希望する企業や商店などは、
下記によりお申し込みください。

【広告の募集について】

申 請 方 法　
次の項目を満たす申請書をお出しください。
　○企業名（商店名）　　　○代表者名
　○担当者名　　　　　　○住所
　○電話番号　　　　　　○ファックス番号
　○電子メールアドレス　○掲載希望枠数
　○掲載希望月　　　　　○広告内容

掲載できない広告

○法令などに違反するものやそのおそれがあ
るもの
○政治性・宗教性のあるものや選挙に関する
もの
○公序良俗に反するものやそのおそれがある
もの
○社会問題についての主義主張
○法人の名刺広告
○消費者に不利益をもたらすおそれのある訪
問販売、先物取引、貸金業及び風俗営業に
関するものやこれらに類するもの
○青少年の健全育成の観点から不適切なもの
○広告を掲載することが適当でないと町長が
認めるもの

審　　　　査

　広告審査委員会が申請書を審査し結果を通
知します。

広告データの入稿

　掲載希望月の１月前までに、そのままの状態
で印刷できるデータを入稿していただきます。
印刷データの作成や特殊なデザインなどの編
集を必要とする場合は、印刷業者などに委託し
ていただきます。

広告掲載料金

（編集を委託する場合は別に料金がかかります）

し
わ
ネ
ッ
ト
７
月
号
よ
り

も

っ

と

身

近

な

情

報

発

信

と

し

て

［掲載例（実際の大きさです）90×55ミリ］

6
輝
く
銀
輪
、
光
る
汗

脚
力
自
慢
が
競
う
道
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いわての森林づくり県民税

いわての森林づくり県民税
目次は19ページです
目次は19ページです

特集　地域再発見シリーズ②暮らしに活かそう循環のしくみと活動

特集　地域再発見シリーズ②暮らしに活かそう循環のしくみと活動
ちょうど60回を数える本大会は、5月18日

に佐比内で開催されました。第22回大会から

町で行われている伝統のロードレース。県内一

般の部を制したのは、紫波総合高校出身の日本

大学４年生漆澤均さん（写真下）。ジュニア１部

優勝は、紫波総合高校３年生藤原遥さん。

女子の部優勝は、紫波総合高校３年生
久保浩子さんと町出身者の活躍が
目立ちました。

岩手日報杯県自転車ロードレース大会

○○○○クリニック
○○○○○○○○○○2-5　☎672-0000
○○○○○○○○○○○○○○

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□
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元気はつらつ健康メモ  保健センター　☎ 672-4522

1� 6月号

問合せ　紫波町　生活部長寿健康課　健康推進室（保健センター内）　☎672-4522　有線01-8991

　町は、40歳以上の希望者を対象に「健康手帳」を交付しています。

【作り方】
 ①小麦粉と水を混ぜ、耳たぶ位の軟らかさにし、２時間ねかせる。
 ②大き目のボウルに水を入れ、①を水がきれいになるまでもみ洗

いする。
 ③たっぷりの湯を沸かし、②の生地を30分間ゆでる。
 ④ゆで上がったら水にさらし、お刺身のように薄く切り、わさび

しょう油などで食べる。

生麩（300g） ——————————————
【材　料】
 南部小麦粉…1kg、水（ぬるめの湯）…3カップ

一口メモ   風味や色付けとしてヨモギや
ゴマ、クチナシを入れるときは、生麩の作り方
①に加える。

「生麩のお刺身と唐揚げ」
　生

なま

麩
ふ

は、小麦粉から取り出したグルテン（たんぱく質）です。50ｇで約80キロカロリーなのでとっても
低カロリー。生麩を刺身のように食べるほかに、唐揚げにしてもおいしいですよ。

【レシピ提供】 紫波町食生活改善推進員協議会
　　　　　　 赤沢地区会員　梅沢葉子

食は、元気はつらつの源 ～食事はよくかんで味わって食べましょう～　町の栄養士がお伝えします

健康手帳をお持ちですか？

「健康手帳」とは・・・

【作り方】
 ①生麩は一口大に手でちぎり、Aに10分程漬けておく。
 ②Bの片栗粉と卵を混ぜる。
 ③①に片栗粉をまぶし、②、唐揚げ粉の順に付け、170度の油で

揚げる。

生麩の唐揚げ ——————————————
【材  料】生麩…150ｇ、A（しょう油…大さじ 1、みりん…大さじ 1、 

おろしショウガ…適量）、B（片栗粉…大さじ 1、溶き卵…1/2 個）
片栗粉、唐揚げ粉…適量

　検診結果や病院受診の状況、また普段の健康の記録を残すことで、
自らの健康管理と適切な医療の確保に役立ててもらうものです。

　健康手帳の交付は、毎週月曜～金曜日午前８時30分～午後５時30分まで（土・日、祝日を除く）保健センター
で行っています。再交付も行っていますので、お気軽にお出かけください。

「健康手帳」の内容は・・・
○健康診査、健康教育、健康相談、機能訓練（リハビリ）、訪問指導を受けたときの記録として使うことが

できます。相談内容や指導された点などをメモしておきましょう。
○医療機関や薬局などで健康手帳を提示することで、記録してもらうことができます。
○血圧・体重・腹囲の記録を書くことができ、自分の健康管理に役立てることができます。
○健康づくりのポイントやメタボリックシンドローム対策など生涯元気でいきいきと生活を送るための秘訣

が書いてあります。参考にしてより良い生活習慣を心がけましょう。



1�

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）開始により　　　国民健康保険の税率を改定
４月から、老人保健制度に替わって長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が開始されました。

　国民健康保険税は、従来「医療分」と「介護分」を合わせて賦課していましたが、新たに「後期高齢者支援分」
が創設されました。これまでも、保険税の「医療分」の中に老人保健制度を支えるための「費用負担分」が含
まれていましたが、本年度から「後期高齢者支援分」として明確化され、負担することになります。
　国民健康保険加入者の皆さんのご理解と納付へのご協力をお願いします。

新しい税率表
区　　　分 改　正　前 改　正　後

医療分
０～ 74歳

所　得　割 ７．２０ ％ ６．００ ％
資　産　割 ３０．００ ％ ２５．００ ％
均　等　割（１人当たり） ２５，０００ 円 ２０，０００ 円
平　等　割（１世帯当たり） ３１，０００ 円 ２６，０００ 円
賦課限度額 ５６０，０００ 円 ４７０，０００ 円

後期高齢者支援分
０～ 74歳

所　得　割 １．６０ ％
資　産　割 ６．００ ％
均　等　割（１人当たり） ６，２００ 円
平　等　割（１世帯当たり） ５，０００ 円
賦課限度額 １２０，０００ 円

介護分
40 ～ 64歳

所　得　割 １．５５ ％ １．７０ ％
資　産　割 ７．００ ％ ８．００ ％
均　等　割（１人当たり） ７，３００ 円 ８，７００ 円
平　等　割（１世帯当たり） ６，２００ 円 ５，０００ 円
賦課限度額 ９０，０００ 円 ９０，０００ 円

◆75歳以上の人が、長寿医療制度（後期高齢者医療制
度）に移行したことに伴い、国民健康保険税が急に
増えることがないように、次の措置を講じます。

　→申請不要
①低所得者に対する国民健康保険税の軽減を引き続き

受けられます　
　　前年度に保険料の軽減を受けている世帯は、世帯

構成や収入が変わらなければ、５年間はこれまでど
おり均等割と平等割の軽減が受けられます。

②平等割が半額になります
　　国民健康保険世帯で長寿医療制度（後期高齢者医

療制度）に移行することにより、国民健康保険の単
身世帯になる人は、５年間平等割が半額になります。

◆被用者保険などの被扶養者であった人は、申請によ
り減免を受けられます。

　　社会保険などの被保険者本人が長寿医療制度(後期
高齢者医療制度)に移行した結果、国民健康保険に加
入することになった65歳以上75歳未満の被扶養者

（旧被扶養者）は、２年間に限り、以下の減免が受け
られます。

○旧被扶養者に係る所得割・資産割は賦課されません

○旧被扶養者に係る均等割が半額になります（ただし、
７割もしくは５割減額世帯は除く）

○旧被扶養者だけの世帯は平等割が半額になります
（ただし、７割もしくは５割減額世帯は除く）

※該当する人には、納税通知書と減免申請書を同封し
ますので、納期限７日前までに提出してください。

◆国民健康保険税の納税義務は世帯主にあります。世
帯主が長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に移行
した場合でも、国民健康保険税の納税義務者となり
ます。

◆問合せ　☎672-2111

　　資格の異動・保険給付　　
　　　　町民課　国保年金室　内線1431 ～ 34

　　国保税の課税内容　　　　
　　　　税務課　課税室　　　内線1221 ～ 25

　　国保税の納付相談　　　　
　　　　税務課　納税室　　　内線1231 ～ 33

お知らせのページ紫波町ポータルサイト http://www.town.shiwa.iwate.jp/　問合せ／紫波町（代表）☎ 672-2111
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春
の
到
来
と
共
に
気
温
が
急
上
昇
し
、
一
週

間
ほ
ど
早
く
開
花
し
た
桜
は
、
連
日
の
高
温
で

短
命
で
あ
り
ま
し
た
。
五
月
中
旬
以
降
に
な

る
と
、
今
度
は
低
温
が
続
き
寒
暖
差
が
著
し

く
、
皆
様
も
体
調
管
理
が
大
変
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
農
家
の
皆
様
も
作
物
の
管
理
に
苦
慮

し
て
い
る
も
の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

海
外
に
お
い
て
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク

ロ
ン
、
中
国
に
お
け
る
大
地
震
も
想
像
を
絶
す

る
大
災
害
で
あ
り
、
国
境
を
越
え
て
被
害
者

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
被
害

者
も
数
十
万
人
と
予
想
さ
れ
、
日
本
で
は
想
像

を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

こ
の
様
な
災
害
が
発
生
す
る
か
を
考
え
る
と

き
に
、
中
国
の
地
震
を
除
く
と
異
常
気
象
が

原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
先
日
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
に
つ
い
て
十
年

前
と
の
比
較
が
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
年
々
森
林
が
減
少
し
、
砂
漠
化
あ
る
い

は
農
地
が
拡
大
し
て
お
り
、
一
方
で
夜
景
の
電

光
が
華
や
か
に
な
り
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
間
違
い
な
く
地
球
は

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
間
の
欲
望
は
限
り
な
く
拡
大
し
、
歴
史

的
に
富
を
求
め
て
乱
開
発
が
進
む
こ
と
は
火

を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の

山
海
の
珍
味
を
「
ま
な
板
」
に
乗
せ
調
理
人

が
満
面
得
意
気
に
な
り
美
食
を
追
及
し
、
罰

ゲ
ー
ム
を
放
映
す
る
テ
レ
ビ
局
も
あ
り
ま
す
。

　

異
常
気
象
を
考
え
る
と
き
、
我
々
は
暮
ら

し
方
を
見
直
し
、
で
き
る
だ
け
近
く
で
採
れ

る
作
物
を
食
す
習
慣
を
身
に
つ
け
る
「
地
産

地
消
」
と
、
二
酸
化
炭
素
排
出
を
少
な
く
す

る
と
い
う
意
味
で
は
「
フ
ー
ド
・マ
イ
レ
ー
ジ
」

の
面
か
ら
も
、
そ
し
て
当
町
の
地
産
地
消
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
野
﨑
洋
光
先
生
が
言
わ

れ
る
素
材
の
味
を
生
か
す
こ
と
を
重
視
し
、
異

常
気
象
の
発
生
抑
止
の
た
め
の
環
境
に
配
慮

し
た
「
循
環
型
社
会
」
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
る
生
活
様
式
で
あ
り
ま
す
。
未
来
を
託

す
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
伝
え
る
た
め
に
も
、
な

お
一
層
の
循
環
型
社
会
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
藤　
原　
　
孝

※
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ

輸
入
食
料
の
総
重
量
と
輸
送
距
離
を
乗
じ
て
数
値
化
し
た

も
の
。
フ
ー
ド・マ
イ
レ
ー
ジ
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、

環
境
に
負
担
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

異
常
気
象
と
循
環
型
社
会

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

７月から保険料の納付書を発送
　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料は、前
年中の所得をもとに計算され、特別徴収（年金から天引
き）、または普通徴収（納付書払い）によって納付してい
ただきます。4月・6月・8月に支給される年金から保険
料を特別徴収（仮徴収）されていない人は、7月から普
通徴収が始まります。（10月から特別徴収に変更となる人
もいます）7月から普通徴収になるのは、次の事由で特
別徴収にならない人です。今後、「保険料額決定通知書」

「保険料納入通知書・納付書」が郵送されますので、確
認のうえ納付をお願いします。

≪特別徴収（年金天引き）にならない人≫
①対象となる年金が年額18万円未満
②介護保険料と長寿医療制度の保険料の合算額が対象と
　なる年金の1/2を超えている
③年金の支払いが停止中、担保貸付を受けている　など

※制度加入直前まで被用者保険の被扶養者であった人は、保
険料が２年間軽減されます。さらに、平成20年４月から
９月までは保険料を徴収されず、平成20年10月から平成
21年３月までは９割が軽減され１割を納付していただき
ます。

◆問合せ　町民課　高齢者医療室　☎672-2111
　　　　　内線1442　有線01-2908

65歳以上75歳未満の国民健康保険加入者へ

 国保税の年金天引きが始まります
　国民健康保険の加入者で、次の（1）から（3）までのす
べてに該当する人は、10月以後に支給される年金から、
国民健康保険税が天引き（特別徴収）されます。
　ただし、7月から9月までは納付書や口座振替での納
付（普通徴収）となります。

（１）世帯主が国保加入者（国保資格のない世帯主を除く）
（２）世帯内の国保加入者全員が65歳以上75歳未満
（３）特別徴収の対象となる世帯主の年金の年額が18万

円以上で、国保税と介護保険料との合計額が年金
額の２分の１を超えない場合

（注）世帯に75歳に到達する加入者がいる場合、その年
度は普通徴収になります。 

◆問合せ　税務課　課税室　☎672-2111
　　　　　内線1222・1223　有線01-8912

Information
町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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第31回住宅デー ～無料住宅相談会～
　地域住民との連帯やアフターサービスのために、建
築のプロが技術や知識をお返しする催しです。
◆日　時　６月22日（日）　午前９時～午後３時
◆会　場　盛岡南ショッピングセンターナックス
◆内　容　住宅リフォーム相談会／包丁研ぎ／網戸の張り

替え／まな板製作物などの販売／親子木工教室（本立て、
巣箱など）※当日の募金や売上げは、町に寄付されます。
◆問合せ　盛岡建設労働組合　☎631-1707

「岩手中部地域水道ビジョン審議委員会」
公募委員を募集

 　岩手中部広域水道企業団は、岩手中部地域（北上市、
花巻市、紫波町）の水道事業のあるべき将来像を示す
地域水道ビジョンについて、住民の皆様から意見をい
ただくため、企業団を構成する北上市、花巻市、紫波
町から、次のとおり審議委員会の委員を募集します。
◆応募資格　20歳以上の町内在住者で、平日の日中

　　　　　に北上市で開催する会議に出席できる人
◆報酬など　報酬（１時間3,900円）と旅費を支給
◆募集人員　各市町２人
◆申込・問合せ　住所、氏名、電話番号、生年月日を

明示し、電話、郵送、電子メールなどで水道事業所
へ　 ☎672-2111　 内 線5431　 有 線01-8951　　
* suido@town.shiwa.iwate.jp 

狩猟免許試験のお知らせ
◆免許種類と猟法
　①網猟　②わな猟　③第一種猟銃（火薬を使用する

猟銃を使った狩猟）④第二種猟銃（空気銃を使った
狩猟）

◆試験日と会場
　第１回　７月６日（日）県林業技術センター
　第２回　８月31日（日）大船渡地区合同庁舎
　第３回　９月28日（日）県消防学校
◆申　込　試験の14日前まで　申請書に記入の上、

各地方振興局保健福祉環境部に提出。
◆問合せ　県環境生活部自然保護課　☎629-5371　

　　　　または、各地方振興局保健福祉環境部
関連ページ：http://www.pref.iwate.jp/~hp0316/

農業委員会委員一般選挙
◆投票日時　７月６日（日）　午前７時～午後６時
　　　　　　※前回の農業委員選挙と同じ時間帯です
◆投 票 所　一部の地域に投票区（所）の変更があり

ますので、お間違えのないようにご注意
ください。

※太字が変更個所

◆投票できる人
　　耕作要件など一定の要件を備え、平成20年１月

に紫波町において「農業委員会委員選挙人名簿登載
申請書」を提出され、同名簿に登載された人
◆期日前投票（投票が実施される場合）
　　投票日に都合が悪い人は、あらかじめ投票できる

期日前投票を利用できます。
　・期　間　７月２日（水） ～ ５日（土）
　・時　間　午前８時30分 ～ 午後８時
　・会　場　第５会議室（旧紫波郡役所内）
◆立候補予定者説明会
　　選挙に立候補を予定している人またはその関係者

に対する説明会を次のとおり行います。
　・日　時　６月16日（月）　午後３時～
　・会　場　サン・ビレッジ紫波
　※１人の候補者につき、出席者２人以内とします。
◆問合せ　選挙管理委員会事務局　☎672-2111
　　　　　内線3191

お知らせのページ紫波町ポータルサイト http://www.town.shiwa.iwate.jp/　問合せ／紫波町（代表）☎ 672-2111

投票区 投票所 対象地区

第 １ 投票区 中央公民館 日詰全地区

第 ２ 投票区 古館小学校 古館全地区

第 ３ 投票区 水分公民館 水分全地区

第 ４ 投票区 上平沢小学校 志和２区～９区

第 ５ 投票区 片寄小学校 志和10区～ 21区

第 ６ 投票区 赤石公民館 赤石全地区

第 ７ 投票区 彦部小学校 彦部１区～６区

第 ８ 投票区 星山小学校 彦部７区～ 10区

第 ９ 投票区 佐比内公民館 佐比内全地区

第10 投票区 赤沢公民館 赤沢全地区

第11 投票区 長岡公民館 長岡全地区
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『ねんきん特別便』臨時相談会
　紫波町・矢巾町にお住まいの人を対象に、盛岡社会
保険事務所による「ねんきん特別便」臨時相談会を開
催します。社会保険庁は、被保険者、年金受給者のす
べての皆さまに年金加入記録をお知らせする「ねんき
ん特別便」を順次発送しています。
　「ねんきん特別便」が届いた人で、加入記録につい
ての相談を希望される人は、この機会にぜひご利用く
ださい。
◆日　時　６月22日（日）午前10時～午後３時
◆会　場　矢巾町公民館　大会議室（田園ホールとなり）
◆問合せ　盛岡社会保険事務所　☎623-6211

肝炎市民公開講座
　肝炎についての正しい知識、最新の治療法や医療費
助成制度について紹介します。どなたでも参加できま
す。
◆日　時　６月29日（日）午後２時～４時
◆会　場　ナックスホール　　（開場午後１時）
◆内　容　１　肝炎医療費助成制度について
　　　　　　　（県保健福祉部保健衛生課担当職員）
　　　　　２　Ｃ型慢性肝炎の最近の治療
　　　　　　　（市立秋田総合病院　小松眞史副院長）
　　　　　３　肝炎治療体験談（いわて肝友ネット会員）
　　　　　４　パネルディスカッション
　　　　　　　（会場の質問にお答えします）
◆問合せ　長寿健康課　健康推進室　☎672-4522
　　　　　有線01-8991

元気はつらつ筋力アップ・シニア講座
　中高年の健康維持・体力づくりのための筋トレ実践
講座。修了者は、機能訓練室を開放日に利用できます。
◆日　時　７月９日（水）、16日（水）、23日（水）
　　　　　午前10時30分～正午
◆会　場　保健センター「元気はつらつ館」
◆対象者　概ね50歳以上
◆内　容　日常的な運動やストレッチングの方法から

筋トレマシーンの使い方、ウオーミングアッ
プの方法などを3回コースで開催します。

◆講　師　体育協会高橋トレーナー、町保健師
◆定　員　12人（定員になり次第締め切り）
◆参加費　300円（全３回分）
◆申込・問合せ　長寿健康課　健康推進室
　　　　　　　　☎672-4522　有線01-8991

「役場庁舎建設審議会」委員を募集
　町は役場庁舎建設審議会の委員を公募します。委員
は審議会に出席し、庁舎建設についての調査や審議を
行います。
◆応募資格　町内に在住の人・町内で活動している人

　　　　　で、平日の日中の会議に出席できる人
◆報酬日額　5,000円
◆募集人員　5人以内（応募者多数の場合は抽選）
◆申込・問合せ　６月30日（月）までに、住所・氏

名・電話番号・志望動機を、書面または電子メール
で総務課総務文書室へ　☎672-2111　内線3121、
3122　* soumu@town.shiwa.iwate.jp

Information
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町勢調査が６月下旬から始まります！ すべての町民が対象ですので、調査票の
記入についてご協力お願いします。
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火
曜
日（
右
回
り
コ
ー
ス
）

木
曜
日（
左
回
り
コ
ー
ス
）運
行

「すこやか号」山屋線
火曜日（右回りコース）
木曜日（左回りコース）運行

「すこやか号」山屋線
火曜日（右回りコース）
木曜日（左回りコース）運行

問合せ 役場企画課 ☎672-6871 有線01-8891　岩手県交通（株）紫波営業所 ☎672-2120

　

身
近
な
地
域
を
訪
ね
る「
す
こ
や

か
号
」の
バ
ス
散
歩
。今
回
は「
山
屋

線
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
山
屋
線
」

の
特
長
は
、フ
リ
ー
乗
降
区
間
が
あ

る
こ
と
で
す
。フ
リ
ー
乗
降
と
は
、

停
留
所
以
外
で
バ
ス
の
乗
り
降
り

が
で
き
る
こ
と
で
す
が
、も
ち
ろ
ん

停
留
所
か
ら
も
乗
降
で
き
ま
す
。

「
山
屋
線
」の
フ
リ
ー
乗
降
区
間
は
、

交
通
量
の
少
な
い
山
間
部
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
に
は
、地
域

の
人
々
が
丹
精
を
こ
め
た
田
畑
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。フ
ル
ー
ツ
の
里

紫
波
な
ら
で
は
の
、ブ
ド
ウ
や
リ
ン

ゴ
の
畑
が
美
し
い
里
山
風
景
を
か

も
し
だ
し
て
い
ま
す
。岩
手
山
を
望

む
絶
景
ポ
イ
ン
ト
は
格
別
。季
節
ご

と
に
変
化
を
み
せ

る
森
や
水
田
や
果

樹
園
を
車
窓
か
ら

観
る
と
、い
っ
そ

う
ふ
る
さ
と
の
景

観
の
す
ば
ら
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

山
屋
線
に
は
、季
節
の
旬
を
さ
が

す
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。道
の
駅
紫

波
に
あ
る「
産
直
セ
ン
タ
ー
あ
か
さ

わ
」で
は
、岩
手
県
立
大
学
と
の
協

働
に
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
、季
節
の
情
報
を
公
開
し
て
い

ま
す
。隣
接
す
る
紫
波
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
交
流
館
で
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、ご
家
族
連
れ
に
人
気
で

す
。わ
が
町
を
気
ま
ま
に
ち
ょ
っ
と

一
巡
り
し
た
い
と
き
、山
屋
線
が
オ

ス
ス
メ
で
す
。

　　　　 ［すこやか号］の料金

大　人（中学生以上）……100円
小学生 …………………… 50円
小学生未満  ……………… 無料
障害のある人とその介護者 … 半額

○１回の乗車（目的地に至るまで）の料金です。　
○乗り継ぎは１回まで無料です。乗り継ぎがある場合は、「乗り継ぎ券」を発行しますので、乗り継ぎの際に提示ください。
○身体障害者手帳および療育手帳、精神障害者福祉手帳の交付を受けている町民、ならびに身体障害者１種および療育手帳
Ａの介護者は、これらの手帳の提示で半額となります。

※コース別の停留所や乗車時刻など詳しくは、すこやか号時刻表およびお問い合わせ先にて確認をお願いします。

ご案内

地域のみなさんに親しまれています

広葉樹の森が季節を映して爽快です

見慣れた景色が新鮮に見える車窓風景

採掘場は不思議な空間を
演出しています

どこでも
乗車できる
フリー区間は
便利です

そうかい

JA長岡
支所
JA長岡
支所

長谷田長谷田

紫波地域
診療センター
紫波地域
診療センター

産直あかさわ産直あかさわ
北田北田

大地町大地町

フリー乗降区間

フリー乗降区間
紫波中央駅紫波中央駅

栃内ライス
センター
栃内ライス
センター

大志田大志田
山屋山屋

紫野紫野

船久保船久保

赤沢小前赤沢小前

左回りコース
　　　（木曜日）
左回りコース
　　　（木曜日）

右回りコース
（火曜日）
右回りコース
（火曜日）

大志田大志田

大地町大地町

栃内ライスセンター
（ここまでフリー区間）
栃内ライスセンター
（ここまでフリー区間）

長岡支所長岡支所
長谷田長谷田

大地町大地町

紫波中央駅紫波中央駅

紫波地域
診療センター
紫波地域
診療センター

赤沢小前
（これよりフリー区間）
赤沢小前
（これよりフリー区間）

杉町杉町
集果場前集果場前

別当別当

乙岸乙岸

耳取耳取

北田北田

左回りコース
　　　（木曜日）
左回りコース
　　　（木曜日）

右回りコース
（火曜日）
右回りコース
（火曜日）

東
北
本
線

古
舘
駅

紫
波
中
央
駅

4茜焼茜焼 東
北
新
幹
線

紫波 I.C

紫波
高校

至盛岡

至花巻

須川商店須川商店

ラ・フランス
温泉

古稲荷

シリーズ行って
みよう!

わ
が
町
を
ち
ょっ
と
一巡
り

バ
ス
の
車
窓
か
ら
季
節
の
う
つ
ろ
い
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

ど
こ
で
も
乗
り
降
り
で
き
る
フ
リ
ー
乗
降
区
間
が
好
評
で
す
。

火曜日（右回りコース）木曜日（左回りコース）運行
「すこやか号」山屋線

火曜日（右回りコース）木曜日（左回りコース）運行
「すこやか号」山屋線

産直センターあかさわ
遠山字松原7-1
☎676-5201
ホームページ http://akasawa.sd.soft.iwate-pu.ac.jp/
　　　　　　 akasawa/general/index.jsp

FAX

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

4

456

396

紫
波
中
央
駅

至大迫至大迫

至盛岡至盛岡至盛岡至盛岡

至花巻至花巻

赤沢小赤沢小星山小星山小

紫
波
橋

紫
波
橋

産直あかさわ産直あかさわ


